
  

 

 

 

 
  

連携・協力で幼児教育の質の向上を図る 

                        園 長  立 石 晃 子 

今年の夏も猛暑が続きました。この中で行われた東京 2020 オリンピック、そして今行われ

ているパラリンピックは、この夏の大きな出来事でした。箱根駅伝のファンである私は、当時

から大活躍している 3 名が出場したマラソンを朝からテレビで応援していました。猛暑の中走

り切った後のインタビューで、大迫傑選手は「100 点満点の頑張りができた。いろんな人が応

援してくれて非常に力になり、次の世代につながるレースになった。」とおっしゃっていました。

他の多くの選手からも、周りの人々の応援、支えで出場できたことに感謝する旨のコメントが

聞かれたことが印象的なオリンピック・パラリンピックでした。 

 時を同じくして、文部科学省では中央教育審議会「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員

会」での議論が始まりました。幼稚園・保育所・認定こども園などに通う「すべての 5 歳児に

生活・学習の基盤を保障」「幼保小連携で一人一人の発達を把握して早期支援につなぐ」「市町

村教委と連携して小学校教育に円滑に接続」を目指して、「幼保小の架け橋プログラム」を作成

する予定となっています。特に、「幼児期の学びの特性」である五感を通じた体験や「遊び」を

とおして総合的に学ぶことの重要性、「幼児期の質を支える要素」である子どもの体験の幅を広

げ、質を深めるための関わりや環境設定、発達の段階に応じた関わりや環境の変化の工夫など

を大切に、議論を進める方向としています。 

この中で、文部科学省初等中等教育局幼児教育課小久保篤子教育調査官は「幼児期は遊びを

中心として頭も心も体も動かして、主体的に、さまざまな対象と直接関わりながら総合的に学

んでいく」「遊びを通して思考を巡らし、想像力を発揮し、自分の体を使って、また、友達と共

有したり、協力したりしてさまざまなことを学ぶ」と説明されていました。そして、幼児教育

の質を支えるものついて、 

家 庭    愛情としつけを通して幼児の成長の基礎となる心の基盤の形成の場 
幼児教育施設 家庭では体験できない社会・文化・自然などに触れ、保育者に支えられながら、

幼児期なりの世界の豊かさに出会う場 
地 域    地域の様々な人々との交流や地域の資源（施設等）を通して豊かな体験が得ら

れる場 
を挙げており、この３つの連携協力により各機能がアップするということでした。 

 幼児の育ちも、家庭、幼児教育施設、地域も、それぞれの努力で単独に高めるだけではなく、

体験・関わりと、周囲との関係性の中で質を高めます。幼児教育施設の責務を果たすとともに、

関わりをもつ周囲の人やもの、出来事に感謝をし、教育活動を進めてまいります。２学期もよ

ろしくお願いいたします。 

荒川区立南千住第二幼稚園 
 
 

          
ホームページ https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/ youchien/ minamisenju2/ 

令 和 ３ 年 ９ 月 １ 日  
荒川区立南千住第二幼稚園 

園長  立石 晃子 
 

 

https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/


楽しいこといっぱい！子どもたちの園生活 

＜3 歳もも組＞   

どんな夏休みを過ごしたかな？たくさんお話聞かせてね！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
＜4 歳たんぽぽ組＞ 

夏休みは楽しかったかな？２学期もいっぱい遊ぼうね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜5 歳ばら組＞ 

 いよいよ２学期！思いきり遊んで、たくさんチャレンジしよう！！ 

初めての夏休みはいかがでしたか？テレビでオリンピック・パラリンピックを見て、おうちの

方と一緒に応援したお友達もいたのではないでしょうか？選手の方の頑張る姿にパワーをもらい

ましたね。夏季保育の「ニコットタイム」ではおうちの方と一緒に体を動かして楽しく遊びまし

た。また、「オンラインようちえん」では、みんなと一緒に絵本を見たりクイズをしたり、スイカ

を作って遊びました。画面越しではありましたがマスクを外したもも組さんの嬉しそうな顔がと

ても印象的でした。いよいよ 2 学期が始まります。子供たち一人ひとりの気持ちを受け止め安心

して 2 学期がスタートできるように、そして、楽しいことを一緒に見付け「幼稚園って楽しいね。

幼稚園大好き」と感じられるように過ごしていきます。2 学期は、運動会や遠足など初めての楽

しい行事がたくさんあります。その一つひとつが子供たちにとって楽しく嬉しい経験として積み

重なるよう援助していきます。 

 長い夏休み期間、ご家族でゆったり過ごすことはできましたでしょうか？夏休みの幼稚園では、

施設開放だけではなく、オンラインようちえんも行いました。紙芝居を見たり、クイズをしたり、

パラシュートを作ったりと、休みの間でもみんなの元気な姿を見ることができ嬉しく思いました。

保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。 
 いよいよ２学期がスタートします。友達との再会を喜び、１学期にしていた遊びを思い出して

楽しみながら、園生活のリズムを取り戻していきましょう。２学期は楽しい行事が盛りだくさん

です。様々な行事を通して、学級のつながりを感じたり、「みんなと一緒だと楽しいね！」「みん

なでやると、こんなこともできるね！」という思いをもったりできるように援助を行っていきま

す。２学期もよろしくお願いいたします。 

夏休みはご家族でたくさんお話をしたり、一緒に美味しいものを食べたり、オリンピック・パ

ラリンピックを観たりして、充実した時間をお過ごしいただけましたでしょうか。みんなで再会

を喜び合うとともに、夏休みの楽しかった経験を紹介し合ったり、再現して遊んだり、これから

始まる２学期の園生活に期待を高めたりしながら、２学期をスタートしていきます！！ 
２学期は、園外学習や運動会、アートの日、劇遊びの会など、わくわくするような行事が目白

押しです。どの行事も、普段の園生活とともに、子供たちがより一段と遊びを深め、成長するき

っかけとなることでしょう。子供たち一人ひとりが自分の力を発揮しながら様々な遊びや行事に

取り組み、学級の友達とのつながりをより深められるよう援助していきます。 
９月は思い切り体を動かしたり、自分なりに挑戦したりすることを繰り返し楽しめるよう、頑

張っている姿を認めたり、励ましたりしながら子供たちの気持ちを支え、援助していきます。 


